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各部の納まり

















(21) 棟の曲線 
日本の社寺建築で、反りやその他種々の曲線を、 放物線状 (数学
的に正確な放物線ではない)で表わしている。 
放物線とは、石を斜め上に投げると、始めは、直線に近いゆるい
弧を画いているが、 次第に落ちてきて、最後に地上に落ちる。この
石の通った線が、 放物線である。 
放物線は、力学的な線で、 城の石垣の積み上げ、 タワーの線等も
そうである。 
高い所から物を落した時の落下速度と時間の関係、 風力と高さの
関係等も放物線となる。 
物体が空中で動き走る時、 放物線とは絶ず関係している。 
棟の曲線を創り出す時、 自然界の物の動きの線としての放物線を
取り入れる事が出来る。 江戸時代に出来た、 大工規計では、反りに
種々な方法が取られているが、 軒の中央部は直線になっている。 
大正時代に古建築の軒反りを究明した一学者の説により、 古建築
の軒反りの線は、 軒の中央から少しづつ、 反りを増している真反り
となっていた事が解かり今の古建築の設計は、この真反り方式が取
られて、 放物線状を描いている。 
大棟の中央部を直線と考えるのは、 大工規計の影響と思われるが､
直線から反りにうつある時その所が下がって見え、中央部が、 むく
って見える。 (これをネコと云う) このような棟は、失敗であると云
ってもよいであろう。 
大棟ののしの各々の線を、 放物線状であると考え、台のし(肌の
し)の線と天のしの線とは、曲率の違った放物線状であるといえる。







原寸図の描き方








